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公
益
社
団
法
人
石
巻
法
人
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

仙
台
国
税
局
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

か
ら
石
巻
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま

し
た
佐
藤
賢
司
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
加
藤
同
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭

和
21
年
11
月
に
全
国
で
初
め
て
創

設
さ
れ
た
法
人
会
と
し
て
納
税
意

識
の
向
上
と
企
業
経
営
及
び
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る

と
い
う
目
的
の
下
、
税
務
や
企
業

経
営
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
に

加
え
、「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施
、
租
税
教

室
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
正
し
い

税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高

揚
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
の
皆
様

や
会
員
の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご

尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
と
い
う
難
局
に

直
面
し
、
経
済
活
動
が
大
き
く
制

限
さ
れ
る
な
ど
一
層
厳
し
さ
が
増

し
て
お
り
ま
す
。「
新
し
い
生
活

様
式
」
に
適
応
し
な
が
ら
経
済
活

動
を
活
発
化
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る

か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
当
署
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
各
々
の
納
税

者
の
置
か
れ
た
状
況
や
心
情
に
十

分
配
意
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
社
会
全
体
の
中
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
や
仕
事
の
在
り
方
を
変
革
す

る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
す

る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
行

政
に
お
い
て
も
そ
の
必
要
性
が
示

さ
れ
、
本
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
庁
の
主
導
の
下
、
各
種

の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
税
務
行
政
に
お
い
て

も
、
今
般
、
平
成
29
年
６
月
に
公

表
し
た
「
税
務
行
政
の
将
来
像
」

を
改
訂
し
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
、
国
税
に
関
す
る
手
続
き
や
業

務
の
在
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
を
明
確

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
、「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」

と
「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・
高

度
化
」
を
２
本
の
柱
と
し
つ
つ
、

①
「
す
ぐ
に
使
え
て
」、「
簡
単
・

便
利
」
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税

務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」

を
目
指
す
利
用
者
目
線
の
徹
底
、

②
デ
ー
タ
の
連
携
や
分
析
に
当

た
っ
て
は
、
納
税
情
報
を
含
む
守

秘
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と

か
ら
、
万
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
、
③
既
存
の
制
度
や
業
務
を

前
提
に
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る

の
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
の
利
点

を
生
か
し
た
業
務
改
革（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

国
税
の
申
告
や
納
付
も
、
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
す
れ
ば
、
よ
り
簡
単

に
、
よ
り
便
利
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
、
税
務
署
や
国
税
局

の
業
務
も
、
よ
り
効
率
的
に
、
よ

り
高
度
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
利
点
を
最

大
限
に
生
か
し
、
税
務
行
政
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

税
務
行
政
の
将
来
像
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
が
、
現
状
の
申
告
手

続
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
で
添
付
書
類
を
含
む
全
て
の
書

類
に
つ
い
て
デ
ー
タ
に
よ
る
提
出

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
令

和
４
年
１
月
以
降
に
お
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
デ
ー
タ
の

拡
大
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ

ラ
機
能
を
利
用
し
て
源
泉
徴
収
票

を
読
み
取
り
、
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
へ
の
自
動
反
映
が
可
能

と
な
る
予
定
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

の
利
便
性
が
更
に
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
税
務
署
へ
出
向
く
こ
と
な

く
申
告
で
き
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
予
防
に
も
か
な
っ
た
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
税
庁
の
使
命
は
、「
納
税
者

の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を

適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
。」

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
使
命
を
十
分

に
果
た
す
と
と
も
に
、
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
促
進
や
租
税
教
育
の
推

進
、
税
知
識
の
普
及
な
ど
の
各
種

施
策
に
関
し
て
、
法
人
会
の
皆
様

と
の
連
携
・
協
調
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
日

も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
と
、
公
益
社
団
法
人

石
巻
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
、

並
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
し

ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

着
任
の
あ
い
さ
つ

石
巻
税
務
署
長　

佐
　
藤
　
賢
　
司

石巻税務署幹部職員人事異動
官  職  名 氏　名 前  官  職

署長 佐藤　賢司 情報システム課  課長
総務課長 千葉　秀敏 水沢署  総務課長
管理運営部門統括国税徴収官 佐々木　真 米沢署  管理運営部門統括国税徴収官
徴収部門統括国税徴収官 長谷川志穂 （留任）
個人課税第一部門統括国税調査官 引地　和博 個人課税課  国際税務専門官
個人課税第二部門統括国税調査官 山中　竜二 （留任）
法人課税第一部門統括国税調査官 蒲野　正樹 いわき署  法人課税第二部門統括国税調査官
法人課税第二部門統括国税調査官 太田　孝一 （留任）
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移動検診車による
定期健康診断

移動検診車による
定期健康診断

石巻税務署への
表敬訪問 簿記実務講座（全６回）

「インボイス制度」
対策セミナー 第１回新設法人説明会

日　　付　令和3年7月17日㈯・11月20日㈯
会　　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　（一財）宮城県成人病予防協会

日　　付　令和３年９月11日㈯
会　　場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　せんだい総合検診クリニック

日　　付　令和３年７月20日㈫
会　　場　石巻税務署

日　　付　令和3年8月18日㈬～ 9月6日㈪
会　　場　石巻商工会議所
講　　師　東北税理士会石巻支部所属
　　　　　税理士　平間　大介 氏

日　　付　令和３年８月20日㈮
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　東北税理士会石巻支部
　　　　　支部長　鶴田　勇治 氏

日　　付　令和３年８月24日㈫
会　　場　石巻ルネッサンス館
講　　師　石巻税務署法人課税第一部門
　　　　　総括国税調査官　蒲野　正樹 氏
　　　　　石巻税務署法人課税第一部門
　　　　　上席調査官　浅野　昭二 氏

日　付　令和３年11月19日㈮
会　場　東松島市大曲市民センター

日　付　令和３年11月24日㈬
会　場　石巻市マルホンまきあーとテラス

日　付　令和３年11月25日㈭
会　場　女川町まちなか交流館

本 部 会

本 部 会

本 部 会 本 部 会

本 部 会 本 部 会

事 業 報 告

令和３年度年末調整説明会

令和３年６月

～

令和３年11月
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令和4年度税制改正要望に関する提言活動 日　付　令和３年11月22日㈪
提言先　石巻市、石巻市議会、東松島市、女川町、
　　　　安住淳事務所

石巻市 石巻市議会

東松島市 女川町 安住淳事務所

税務研修会 第37回全国大会岩手大会
（オンライン開催）

第38回石巻法人会
親睦ゴルフ大会

日　　付　令和３年９月29日㈬
会　　場　石巻市かわまち交流センター
講　　師　石巻税務署法人課税第一部門

統括国税調査官　蒲野　正樹 氏
　　　　　石巻税務署法人課税第一部門

上席調査官　浅野　昭二 氏

日　　付　令和３年10月７日㈭
会　　場　盛岡市民文化センター
講  演  会　演題「ユーザーイン経営」
講　　師　アイリスオーヤマ㈱

代表取締役会長　大山　健太郎 氏

日　　付　令和３年10月28日㈭
会　　場　松島チサンカントリークラブ

本 部 会 本 部 会 本 部 会
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租税教室

租税教室

第15回法人会全国女性フォーラム
新潟大会並びに会員親睦視察研修会

税を考える週間イベント
「税はみんなの応援団！」

日　　付　令和３年６月30日㈬
会　　場　石巻市立湊小学校
講　　師　副部会長　岩倉　智津恵 氏

日　　付　令和３年６月24日㈭
会　　場　石巻市立鹿又小学校
講　　師　部会員　齋藤　祐司 氏

日　　付　令和３年７月16日㈮
会　　場　石巻市立前谷地小学校
講　　師　幹事　岩倉　準 氏

日　　付　令和３年９月17日㈮
会　　場　石巻市立鮎川小学校
講　　師　部会長　木村　美保子 氏

日　　付　令和３年11月16日㈫～ 18日㈭
会　　場　新潟県朱鷲メッセ ほか

日　　付　令和３年11月13日㈯
会　　場　イオンモール石巻　海の広場

青 年 部 会

女 性 部 会

女 性 部 会

女 性 部 会

　令和３年11月12日（金）株式会社石巻精機製作所、11月16日（火）宮城ヤンマー株式会社にて、石巻
税務署様より令和３年度納税表彰授与式が行われました。本年度は当会より、下記のお２人が晴れ
の受賞となりました。（敬称略）

公益社団法人  石巻法人会会長　松本　賢
（株式会社石巻精機製作所　代表取締役社長）

令
和
３
年
度  

国
税
庁
長
官
納
税
表
彰

令
和
３
年
度  

石
巻
税
務
署
長
納
税
表
彰

公益社団法人  石巻法人会理事　浅野　辰之
（宮城ヤンマー株式会社　取締役会長）

石巻税務署様より令和３年度納税表彰授与式が行われました
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本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

副
会
長

副
会
長

江
戸
へ
の
航
路
の
確
立

石
巻
湊
隆
盛
の
礎 

❷
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の
機
能
が
失
わ
れ
、
元
文
年
間

（
１
７
３
６
～
１
７
４
０
）の
大

洪
水
で
利
根
川
の
本
流
が
佐
原

（
香
取
市
）に
移
る
と
と
も
に
衰

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
代
っ

て
佐
原
が
交
通
の
要
所
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。
石
巻
千
石
船
の

会
の
邉
見
会
長
は
、
以
前
こ
の

経
路
を
巡
り
調
査
し
て
い
ま

す
。

　

銚
子
は
元
来
江
戸
湾
に
注
い

で
い
た
利
根
川
を
人
工
的
に
銚

子
に
付
け
替
え
、
そ
の
後
海
運

の
湊
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
徳

川
家
康
が
伊
那
氏
に
命
じ
て

行
っ
た
利
根
川
東
遷
事
業
の
目

的
は
治
水
、
水
運
と
灌
漑
で
し

た
。
文
禄
三
年（
１
５
９
４
）

か
ら
始
ま
っ
た
付
け
替
え
工
事

が
完
成
し
た
の
は
承
応
三
年

（
１
６
５
４
）の
こ
と
で
完
成
ま

で
六
〇
年
も
の
年
月
が
か
か
り

ま
し
た
。
石
巻
の
初
期
の
廻
船

は
二
百
石
積
程
度
と
思
わ
れ
、

那
珂
湊
で
米
を
下
ろ
し
て
い
ま

し
た
が
、
銚
子
に
利
根
川
が
付

け
替
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
銚
子

に
入
港
す
る
船
が
多
く
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

銚
子
の
湊
は
入
港
す
る
の
に
危

険
が
伴
う
湊
で
し
た
。
仙
台
藩

の
廻
船
も
何
十
艘
も
難
破
し
て

い
ま
す
。
前
号
に
も
記
し
ま
し

た
が
、
観
慶
丸
も
銚
子
湊
入
口

で
難
船
し
船
頭
松
五
郎
が
溺
死

し
て
い
ま
す
。

　

石
巻
か
ら
江
戸
ま
で
の
直

航
航
路
は
、
寛
文
十
一
年

（
１
６
７
１
）に
伊
勢
出
身
の

川
村
瑞
賢
に
よ
り
開
か
れ
ま

し
た
。
瑞
賢
は
明
暦
三
年

（
１
６
５
７
）の
大
火
で
木
曾
の

材
木
を
買
占
め
、
幕
府
よ
り
土

木
建
築
を
請
負
っ
て
莫
大
な
利

益
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
幕
府

の
御
用
商
人
ま
で
上
り
詰
め

た
の
で
す
。
瑞
賢
は
寛
文
四

年
（
１
６
６
４
）
幕
府
の
直
轄

地
（
天
領
）
に
な
っ
た
伊
達
郡

桑こ

折お
り

の
米
を
江
戸
ま
で
運
送
す

る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
阿
武
隈

川
を
経
由
し
荒
浜（
亘
理
町
）か

　

前
回
は
、
石
巻
湊
が
発
展
し

た
経
緯
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回

は
元
和
六
年（
１
６
２
０
）仙
台

藩
の
江
戸
廻
米
の
初
見
以
後
の

千
石
船
航
路
の
発
展
に
つ
い
て

記
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て

石
巻
か
ら
江
戸
ま
で
米
な
ど
が

運
ば
れ
た
の
か
法
人
会
会
員
の

皆
様
は
ご
存
知
で
す
か
、
知
っ

て
お
く
こ
と
も
有
益
だ
と
思
い

ま
す
。
江
戸
ま
で
の
航
路
は
、

当
初
は
江
戸
ま
で
米
を
直
送
す

る
の
で
は
な
く
、
水
戸
藩
の
那

珂
湊（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）

や
銚
子
か
ら
内
水
廻
り
で
江
戸

ま
で
運
ぶ
の
が
通
常
で
し
た
。

那
珂
湊
か
ら
銚
子
の
間
の
鹿
島

灘
と
九
十
九
里
浜
に
は
安
全
な

避
難
港
が
な
く
、
船
も
小
さ
く

当
時
の
航
海
術
で
は
危
険
が
大

き
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

那
珂
湊
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
米

は
川
舟
で
涸ひ

沼ぬ
ま

を
経
由
し
北
浦

～
潮
来
～
利
根
川
～
関
宿
～
江

戸
川
～
行
徳
～
小
名
木
川
～
隅

田
川
～
深
川
へ
と
運
ば
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
涸
沼
と
北
浦
の
間

約
八
キ
ロ
は
水
路
が
な
い
た
め

駄
送
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
那
珂

湊
か
ら
深
川
ま
で
の
道
の
り
は

二
〇
〇
キ
ロ
近
く
あ
り
ま
す
か

ら
、
お
そ
ら
く
二
〇
日
以
上
か

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
銚
子

か
ら
は
利
根
川
～
関
宿
よ
り

同
じ
経
路
で
深
川
ま
で
運
ば

れ
、
距
離
は
那
珂
湊
経
由
よ

り
約
二
〇
キ
ロ
短
い
距
離
で

し
た
。
石
巻
千
石
船
の
会
で

は
二
〇
一
六
年
の
研
修
旅
行

で
、
涸
沼
の
網あ

掛が
け

に
あ
る
酒
葉

家
を
訪
ね
ま
し
た
。
酒
葉
家
は

屋
号
が
仙
台
河
岸
で
あ
り
、
仙

台
藩
の
米
蔵
が
あ
っ
た
所
で

す
。〈
仙
の
屋
号
が
あ
る
酒
葉

の
印
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

潮
来
は
水
上
交
通
の
要
所
と
し

て
栄
え
、
仙
台
藩
の
蔵
屋
敷
が

あ
り
ま
し
た
。
仙
台
藩
関
係
の

舟
は
承
応
年
間（
１
６
５
２
～
）

に
は
年
間
三
～
四
百
艘
も
が
潮

来
に
入
津
し
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
。
小
型
の
廻
船
は
利

根
川
を
遡
り
潮
来
ま
で
来
て
い

ま
し
た
。
米
は
潮
来
で
高
瀬
舟

に
積
み
替
え
て
江
戸
ま
で
運
び

ま
し
た
。
潮
来
は
そ
の
後
、
川

が
土
砂
で
埋
ま
る
な
ど
し
て
湊



下田下田

浦賀浦賀
小湊小湊

行徳行徳 銚子銚子

潮来潮来

関宿関宿

海老沢海老沢 網掛網掛

那珂湊那珂湊

下吉影下吉影

1

2

3

石巻

江戸
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ら
江
戸
ま
で
の
東
回
り
航
路
を

確
定
し
ま
し
た
。
瑞
賢
は
航
路

の
要
所
に
番
所
を
定
め
、
平

潟
、
那
珂
湊
、
銚
子
、
小
湊（
安

房
）で
廻
船
の
監
視
に
当
た
り

ま
し
た
。
平
潟
～
那
珂
湊
間
は

約
五
〇
キ
ロ
、
那
珂
湊
～
銚
子

間
は
約
七
五
キ
ロ
、
銚
子
～
小

湊
間
は
約
一
〇
〇
キ
ロ
で
廻
船

は
一
日
で
航
海
可
能
な
距
離
で

す
。
石
巻
か
ら
平
潟
間
は
直
航

で
約
一
八
〇
キ
ロ
で
す
。
初
期

の
頃
の
廻
船
は
日
中
の
み
の
航

海
な
の
で
、
夜
間
は
停
泊
し
て

い
ま
し
た
。（
地
乗
り
）石
巻
を

出
港
し
て
か
ら
の
停
泊
地
は
、

原
釜（
相
馬
）、
請
戸（
浪
江
町
）

中
ノ
作（
い
わ
き
市
）平
潟
、
那

珂
湊
、
銚
子
、
小
湊
な
ど
で
し

た
。
順
調
に
ゆ
け
ば
十
日
ほ
ど

で
江
戸
へ
到
着
し
た
よ
う
で

す
。
風
向
き
が
良
く
な
い
時
は

一
ヶ
月
以
上
か
か
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

瑞
賢
の
計
画
で
は
、
房
総
半

島
南
端
の
野
島
崎
を
回
っ
て
江

戸
湾
に
入
る
の
が
困
難
な
場
合

は
伊
豆
の
下
田
ま
で
行
き
、
そ

こ
で
風
待
ち
を
し
て
江
戸
湾
に

入
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
千

石
船
は
風
上
に
は
航
行
で
き
な

い
の
で
風
待
ち
が
必
要
だ
っ
た

の
で
す
。
三
浦
半
島
の
御
崎
も

候
補
の
湊
で
し
た
。
後
に
は
野

島
崎
を
回
っ
て
館
山
に
入
る
船

も
あ
り
ま
し
た
。
東
廻
り
航
路

は
そ
の
後
、
山
形
の
酒
田
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
藩
が
米
を
江
戸
へ
輸
送

す
る
場
合
、
有
利
な
点
は
江
戸

ま
で
の
距
離
が
近
い
と
い
う
事

が
あ
り
ま
し
た
。
石
巻
か
ら
江

戸
ま
で
の
距
離
は
直
行
で
約

五
五
〇
キ
ロ
、
酒
田
か
ら
江
戸

ま
で
の
距
離
約
一
三
〇
〇
キ
ロ

と
比
べ
る
と
半
分
以
下
の
距
離

で
す
。
大
坂
と
江
戸
間
は
約

七
〇
〇
キ
ロ
で
す
。
江
戸
時
代

の
航
路
図
で
は
、
距
離
は
各
湊

間
で
示
し
て
あ
る
の
で
直
線
の

距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸

の
航
路
図
で
は
石
巻
～
銚
子
間

は
九
一
里（
三
六
四
キ
ロ
・
直

行
三
〇
〇
キ
ロ
）、
江
戸
ま
で

は
一
六
二
里（
六
四
八
キ
ロ
・

直
行
五
五
〇
キ
ロ
）で
す
。

　

江
戸
の
後
期
に
な
る
と
直
航

夜
間
航
海
も
普
通
に
な
り
ま
し

た
。（
沖
乗
り
）石
巻
か
ら
塩
屋

崎
～
犬
吠
埼
を
経
て
最
速
で
三

日
程
で
浦
賀
に
到
着
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
参
考
ま
で
に
安
政

年
間
の
記
録
で
は
新
綿
番
船
は

大
坂
か
ら
江
戸
ま
で
三
日
程
で

到
着
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
こ

れ
は
番
船
レ
ー
ス
で
し
た
。
大

坂
～
江
戸
間
は
石
巻
～
江
戸
間

よ
り
も
一
五
〇
キ
ロ
ほ
ど
長
い

距
離
で
す
。
仙
台
藩
で
も
江
戸

へ
新
米
を
最
初
に
運
ん
だ
廻
船

に
は
御
褒
美
金
が
あ
っ
た
の
で

石
巻
船
も
新
米
の
レ
ー
ス
の
様

な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
後
期

に
は
石
巻
～
江
戸
間
は
最
大
で

年
間
六
航
海
行
っ
た
よ
う
で

す
。

東廻り航路3路線
❶「那珂湊内川廻り」

石巻→那珂湊→涸沼→北浦→潮来→利根川
→関宿→江戸川→行徳→小名木川
→隅田川→深川
❷「銚子内川廻り」

石巻→銚子→利根川→関宿→江戸川
→行徳→小名木川→隅田川→深川
❸「外海廻り」

石巻→下田→隅田川→深川
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国税庁
（法人番号7000012050002）R3.6

１ 控除額等の自動計算

…

年末調整までなくさない
ようにしないと…

正しく記入されている
かチェックしないと…

証明年度 令和○年
適用制度 新制度
ご契約者 国税 花子
保険期間 終身
証明額 XXXXX円

生命保険料控除証明書
（一般用）

…

保険料控除
証明書（ﾃﾞｰﾀ）

データだからなくす心配なし︕
自動入力だから簡単︕

自動入力だから
チェック不要︕

ｲﾝﾎﾟｰﾄ

書類を７年間保管できる
スペースが必要

デ ー タ
提 出

データ保管だから
省スペース︕

テレワーク先からでも
簡単に提出︕テレワークなどの場合、

郵送や出社が必要

どの申告書を書けばよいか、申告書の書き方を勤務先に質問
従業員からの質問対応が大変

ヘルプデスク

質問に答えることで、必要な
申告書だけを作成

年調ソフトを使えばメリットいろいろ︕

税務署主催の年末調整説明会は実施しておりませんが、年末調整に関する
様々な情報（パンフレット、説明動画、様式など）については、国税庁
ホームページ「年末調整に関する特設ページ」から、いつでも確認・入手
できますので、是非ご利用ください。 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

２ 控除証明書等のデータを利用可能

３ データなら提出・保管も簡単

４ 質問への対応も充実

どうやって計算すれば
いいんだっけ︖

控除額の計算
あってるかな︖︖

控除額を自動計算︕ 自動計算だから
検算不要︕

勤務先
（給与担当者）

従業員
勤務先

（給与担当者）

従業員 勤務先
（給与担当者）

国税庁からのお知らせ

※年調ソフトで作成した年末調整の書類は、印刷して提出することもできます。

従業員

証明年度 令和○年
適用制度 新制度
ご契約者 国税 花子
保険期間 終身
証明額 XXXXX円

生命保険料控除証明書
（一般用）

操作方法が分か
らない場合は…

ヘルプデスク
で解決︕

従業員 勤務先
（給与担当者）

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和３年11月30日（13）第227号



令和３年11月30日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第227号（14）



石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和３年11月30日（15）第227号



令和３年11月30日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第227号（16）

◆顔が見えない上司からの指示、困惑する若手社員
　新型コロナ感染者が減少、緊急事態宣言も解除されました。一方で新しく取り入れたテレワー
クを継続している企業も目立ちます。業種次第ですが、経費節減や、働き方改革の一環として、
このスタイルが定着する可能性があります。
　テレワーク継続を決めた製造業の総務部門で働くＭさんから電話相談を受けました。声が低
く、やや聞き取りにくい話し方でした。入社２年目、20 代の若い社員でしたが、電話口の応
対から、悩みの深さを読み取りました。
　Ｍさんの業務は、全国の工場の生産計画と工程をまとめて工場に送ることが中心で、事務職
なので在宅での業務も可能でした。会社全体の生産目標、過去の実績を把握していなければで
きません。新人だから分からない点は多く、相談相手もいません。上司からのメールや電話で
の指示は、社内用語（略語や独特の言い回し）、専門用語が多く戸惑っている、という訴えでした。
上司からの指示が伝わらないので、仕事が停滞している状況と言えます。Ｍさんの努力も大事
ですが、上司や先輩の態度に課題があることも浮き彫りになりました。

◆「相手に伝わる」ことを忘れないように
　コミュニケーションの基本は、自分が「伝えた」ことではなく、相手に「伝わった」ことが
すべてと言われています。「伝えたつもり」にならないで、相手の立場に立って、曖昧さをなくし、
明確に言葉にすることを心がける必要があります。Ｍさんの上司の普段の言葉は、つきあいの
長い部下や同僚には伝わっていると思いますが、経験の浅い部下、特に新人には、相手が分かっ
てくれる言葉や用語で伝えることが望まれます。そこが欠けていたからＭさんが相談してきた
と言えるでしょう。
　つけ加えれば、電話でも直接でも、話す時は相手の理解を確認しながら話すことが大事です。
重要な情報は繰り返して伝えるようにしましょう。

◆職場での会話、置き換えてほしい事例を示します
①今日は何をやっていた？　⇒　今日締め切りの○○はどこまでできている？
　（テレワークの会話では多く聞かれる例です。ここは具体的に。）
②今回は少し多めに発注しておいて。　⇒　150個、発注してください。
　（ちゃんと数量を伝えることでミスも防げます。）
③早く済ませてね。　⇒　今日の 15時までにやってください。
　（具体的な時間や時刻を指定することで相手も安心します。）
　またテレワークでの会話で「こんな感じでまとめて」と言うだけではなく、自分のイメージ
に近い写真や図をオンラインで見せるのを心がけることで、分かりあえる関係につながります。

「伝える・伝わる」コミュニケーションは、それぞれの職場で工夫してみてはいかがでしょう。
ここでもコロナ禍から学ぶことがあります。

【筆者紹介】柏
かしわぎ

木勇
ゆういち

一　大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ企業でカウンセラーとして活動。
産業カウンセラー、家族相談士、交流分析士。

産業カウンセラー　柏木　勇一
相手に伝わる「伝え方」をしていますか
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※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定が変更になる場合がございます。http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
12月２日㈭ 第３回事業委員会 12:00 石巻ルネッサンス館

12月３日㈮

東北六県連：
第45回事務局職員研修会 14:30 リモート

簿記検定３級試験対策講座③ 17:30 石巻ルネッサンス館
青年部会：
第２回全体会議並びに会員交流会 18:00 大もりや本店

12月７日㈫ 青年部会：租税教室⑩ 13:15 石巻市立万石浦小学校

12月９日㈭
県連：第２回事務局職員研修会 13:00 仙台青葉カルチャーセンター
女性部会：第４回役員会 14:00 石巻ルネッサンス館

12月10日㈮ 簿記検定３級試験対策講座④ 17:30 石巻ルネッサンス館

12月14日㈫ 県連：第３回総務委員会 15:00 宮城県連事務局会議室、リモート
12月16日㈭ 県連：第３回事務局長会議 13:00 大同生命保険㈱仙台支社
12月17日㈮ 簿記検定３級試験対策講座⑤ 17:30 石巻ルネッサンス館

12月22日㈬ 県青連：第３回租税教育推進委員会 18:30 宮城県連事務局会議室、リモート
12月23日㈭ 女性部会：フラワーアレンジメントセミナー 14:00 石巻グランドホテル

12月24日㈮ 簿記検定３級試験対策講座⑥ 17:30 石巻ルネッサンス館

１月５日㈬ 仕事始め石巻税務署へ新年の表敬訪問 10:00 石巻税務署

１月７日㈮ 簿記検定３級試験対策講座⑦ 17:30 石巻ルネッサンス館

１月14日㈮ 簿記検定３級試験対策講座⑧ 17:30 石巻ルネッサンス館

１月21日㈮ 簿記検定３級試験対策講座⑨ 17:30 石巻ルネッサンス館

１月28日㈮ 簿記検定３級試験対策講座⑩ 17:30 石巻ルネッサンス館

２月１日㈫ 新設法人説明会（第２回） 14:00 石巻ルネッサンス館

２月２日㈬ 法人税務セミナー① 14:00 石巻ルネッサンス館

２月３日㈭ 法人税務セミナー② 14:00 石巻ルネッサンス館

２月４日㈮
全青連：青年部会代表者懇談会 16:00 未定

簿記検定３級試験対策講座⑪ 17:30 石巻ルネッサンス館

２月９日㈬ 県女連：第４回部会長会議 12:00 未定

２月14日㈪ 県連：第２回厚生委員会 15:00 未定

２月16日㈬「ZOOMの活用法」セミナー 14:00 石巻市かわまち交流センター
２月17日㈭ 県連：第４回事務局長会議 13:00 未定

２月18日㈮
県連：第２回事業委員会 15:00 未定

簿記検定３級試験対策講座⑫ 17:30 石巻ルネッサンス館

２月22日㈫ 県連：第２回組織委員会 15:00 未定

２月24日㈭ 県連：第３回税制委員会 15:00 未定

２月25日㈮ 県青連：第４回部会長会議 18:30 未定

３月２日㈬ 県連：第３回広報委員会 15:00 未定

３月４日㈮「アフターコロナの働き方はどう変わる�コミュニケーション・人材育成・人材定着」セミナー 14:00 石巻市かわまち交流センター
３月８日㈫ 県連：第４回総務委員会 15:00 未定

３月14日㈪
青年部会：設立30周年記念式典 未定 石巻グランドホテル
特別講演会並びに
青年部会設立30周年記念講演会 未定 石巻グランドホテル

３月15日㈫ 県連：第３回理事会 15:30 宮城県連事務局会議室

３月17日㈭ 県連：第３回理事会 16:00 仙台ガーデンパレス

３月24日㈭ 第３回理事会 未定 石巻グランドホテル

３月25日㈮ 青年部会：「健康経営セミナー」（仮） 16:00 石巻市かわまち交流センター
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▪解答を書いたパズルを切り取
るかまたはコピーして、ハガキ
に貼り、住所・氏名・連絡先と
広報誌の感想・ご意見などを
一言ご記入いただき、法人会
事務局へお送り下さい。正解
者の中から抽選でクオカード
1,000円分を3名様へプレゼン
トいたします。〆切は２月末日
までとさせていただきます。

※矢印の方向に２文字の熟語が出来るように、A・Bにあては
まる漢字を書きましょう。

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズ
ル通信ニコリ」を発行する出
版社。数独・クロスワードな
ど多種多様なパズルをメディ
アへ提供するコンテンツメー
カーでもある。スマホアプリ
「スマニコリ」も配信中。

矢印の方向に２文字の熟語が出
来るように、□にあてはまる漢
字を書きましょう。

《例題》

【答え】法

〒986-0032
　　石巻市開成1－35
　　石巻ルネッサンス館内
　　（公社）石巻法人会  パズル係

《送り先》
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パズル・熟語づくり
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